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 第３６回定例総会議事録 （議長 尾形芳秀） 

２０２２年１０月３０日（日）札幌市・豊平館において第３６回定例総会を開催し（出席者２０人・委任状

４９通/会員数９９人）、以下の議案について審議し、各議案とも過半数の賛成を得て議決されました。 

［第１号議案］2022 年度（2021.9−2022.8）活動報告につ
いて（ラファウ・ジェプカ） 

１.《第 35回定例総会》&《第 99回例会》第 10回朗読会「午
後のポエジア」動画鑑賞会、札幌エルプラザ 4階中研修
室、2021年 10月 31日（日）総会 13:30～、例会 15:00～
（参加者）総会 13人、例会 21人（うち会員 17人） 

２.例会等 
（１）《第 100 回例会》ポーランド名画ビデオ鑑賞&交流
会『赤い闇～スターリンの冷たい大地で』2019 アグニ
ェシュカ・ホランド監督、お話:池田光良、札幌エルプ
ラザ 4 階中研修室、2022 年 6 月 1 日（水）18:30～、
参加者 23人（うち会員 12人） 

（２）《第 101回例会》第 11回朗読会「午後のポエジア」、
札幌エルプラザ 4 階中研修室、7 月 3 日（日）13:30
～、参加者 32人（うち会員 22人） 

３.会誌 POLE no.104（2021.9.1）, no.105（2022.1.10）, 
no.106（5.20）発行 

４.運営委員会①2021.10.18②2022.4.13③7.11 
５.後援事業等 
（１）〈後援〉徳田貴子ピアノリサイタル～心躍る音楽の贈

り物、札幌 ザ・ルーテルホール、2021 年 11 月 13 日
（土）／恵庭 夢創館、11 月 7 日（日）／中札内 文化
創造センター ハーモニーホール、8月 29日（日） 

（２）〈協力〉オンラインコンサート③〈シロンスク〉舞踊団と

の旅 Podróże ze Śląskiem、9/22 
（３）〈協力〉オンラインコンサート④「シロンスク」舞踊団

Zespół „Śląsk”クリスマスキャロル&クリスマスソング
「聖なる夜」コンサート Koncert Kolęd i Pastorałek 
"Święta Noc"、12/16 

（４）〈協力〉♫アマレヤ劇団 Amareya Theatre & Guestsオ
ンラインイベント 2021 ②遊牧的展示「女は語るMówi 
ONNA」の開会、12/18 ③「アイヌとカムイのためのレ
クイエム Requiem dla Ajnu i Kamui」初演、12/30 

（５）〈協力〉「シロンスク」舞踊団 Zespół „Śląsk”動画:ポ
ーランドの民族衣装①ロズバルク・ブィトム地方と②チ

ェシン地方のコスチューム Kostium Rozbarski; 
Cieszyński、2022/4/11 

（６）〈協力〉ブロニスワフ・ピウスツキ 104 年忌（献花、安
藤厚会長、井上紘一会員参加）、ウポポイ（民族共生

象徴空間）記念像前、5/17 
６.会員動向（2022 年度）入会 8 人、退会 4 人（2022.9.1
現在）会員数 98人 

［第２号議案］2022年度収支決算報告および会計監査報
告について（園部真幸・稲川和幸・嵩文彦）別紙参照 

［第３号議案］2023 年度（2022.9−2023.8）役員等（案）に
ついて（安藤厚） 

（会則第 6条に基づく役員） 新任 

会 長:安藤厚 
副会長:霜田千代麿、塚本智宏 
運営委員:新井藤子、安藤むつみ、池田光良、氏間多
伊子、小笠原正明、柏木由美子、熊谷敬子、小林浩

子、坂田朋優、佐々木保子、霜田英麿、園部真幸、

徳田貴子、中島洋、アグニェシュカ・ポヒワ、松山敏 
事務局長:ラファウ・ジェプカ 
監査委員:稲川和幸、嵩文彦 
（会則第 15条に基づく事務局、委員会等） 
事務局:（事務局長）ラファウ・ジェプカ、（副事務局長・
会計）園部真幸、（催物）氏間多伊子、（同）熊谷敬子 

編集委員会:安藤厚、新井藤子、池田光良、氏間多伊
子、熊谷敬子、松山敏 

広報委員会:安藤厚、新井藤子 
（会則第 16条に基づく東京事務所） 
（所長）霜田英麿、（副所長）熊倉ハリーナ 
［第４号議案］2023 年度活動計画について（ラファウ・ジ
ェプカ） 

１.《第 36 回定例総会&創立 35 周年祝賀会》豊平館、
2022年 10月 30日（日） 

２.例会等 
（１）《第 102 回例会》新作パフォーマンス「女は語る

Mówi ONNA」アマレヤ劇団&アイヌ女性会議メノコモ
ｼモｼ、札幌文化芸術劇場 hitaru 3Fクリエイティブスタ
ジオ、11月 23日（水） 

（２）《第 103 回例会》①講演「ポーランドのロマン主義～
ミツキェーヴィチ作『祖霊祭』の役割と意義」関口時正

／朗読『祖霊祭』林家とんでん平、かでる 2・7②劇的
朗読「ポーランド・アイヌ『祖霊祭』夜明け前/シンヌラッ
パ・クンネニサッ」作・芸術監督ヤドヴィガ・ロドヴィッチ

=チェホフスカ、出演メノコモｼモｼ&アマレヤ劇団、シ
アターZOO、11月 28日（月） 

（３）紙芝居「ブロニシ・ピウスツキ」の増刷と寄贈 
（４）創立 35 周年記念演奏会、札幌コンサートホール

Kitara、2023年 6月 3日（土） 
（５）午後のポエジア、名画ビデオ鑑賞会、ポーランドサ

ロン等 
（６）「シロンスク」舞踊団、ポーランド・アイヌ『祖霊祭』プ

ロジェクト等への協力 
（７）その他：後援・協力依頼には随時対応 
３.会誌 POLE no.107（2022.9.1）、no.108（2023.1）、

no.109（2023.5） 
４.運営委員会：4回程度 
５.オンライン広報（Facebook, Twitter 等）の充実 
［第５号議案］2023 年度予算（案）について（園部真幸）
別紙参照 

［第６号議案］その他 
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会計の監査にあたり、関係書類及び

通帳を照合した結果、適正に処理さ

れていることを確認しましたのでここ

に報告します。 
２０２２年９月２２日  監査委員 
稲川和幸 印 ／ 嵩文彦 印 

 


